
　

県民の森

花ごよみ ５月号

交歓広場

第一広場

第二広場

桜山

森のｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ

～今月はこんな花が見られます～

トイレ

モデルコース

駐車場

０ 100ｍ

イヌザクラガマズミ

トチノキ

レンゲツツジノアザミ（点在している）

ヤマボウシ

ヤブデマリ

ホオノキ

サギゴケ

オオカナメモチ

ウワミズザクラ

花はウワミズザクラに似

ているが，花序（かじょ）

の下に葉がないことや，

樹皮の色の違いで区別

できる。落葉高木。

〈バラ科〉

白い花が多数密集した

ブラシのような花穂（か

すい）の形がおもしろい。

よく見ると，一つ一つの

花はサクラの仲間らし

い姿をしている。落葉

高木。

〈バラ科〉

沢や川のそばなど，

湿ったところによく見ら

れる。装飾花の花弁５

個のうち，１個だけが極

端に小さい。落葉低木

～小高木。

〈レンプクソウ科〉

（ガマズミ科）

花はくさく，このにおい

で虫をひき寄せるという。

葉は対生（たいせい）す

る。落葉低木。

〈レンプクソウ科〉

（ガマズミ科）

名の由来は，つぼみの様子を

蓮華に見立てたもの。別名は

オニツツジ。可憐なヤマツツジ

に対し，大形で真っ赤なレンゲ

ツツジの花を鬼に見立ててい

る。花は日本のツツジのなか

で，もっとも大きい。落葉低木。

〈ツツジ科〉

オオカナメモチは本州では希

に生育する樹木であり、岡山

県や愛知県、奄美大島、沖

縄などに分布する。世界では

中国・台湾・フィリピンに分布

する。

カナメモチより大型である。

〈バラ科〉

北アメリカ原産。明治初

期に渡来し，各地に植え

られている。花の形から

チューリップツリーとも呼

ばれ，また葉の形からは

ハンテンボクとも呼ばれ

る。落葉高木。

〈モクレン科〉

花と葉は日本の樹木の

なかでもっとも大きい。

花は甘い強烈な香りが

あるが寿命は短く，開

花するとすぐに雄しべ

はぱらぱらと落ちてしま

う。落葉高木。

〈モクレン科〉

植物園

田のあぜなど，すこし

湿ったところに生える

多年草。匐枝（ふく

し）をだしてふえるの

が特徴。花茎の高さ

は10～15㎝。

〈サギゴケ科〉

曇りの日に，ぼんやりと

浮かぶ白い花の姿が美

しい。花や葉はハナミズ

キに似ているが，成木

（せいぼく）であれば樹

皮をみると区別がつく。

落葉高木。

〈ミズキ科〉

花の蜜が優れているの

で養蜂家が目標にして

開花期に巣箱を持って

移動する。フランスの街

路樹として有名なマロニ

エ（セイヨウトチノキ）は

近縁種。落葉高木。

〈ムクロジ科〉

各地にふつうに見られるア

ザミで，春から初夏にかけ

て咲く。総苞片（そうほうへ

ん）が粘るのが特徴。江戸

時代には多くの品種がつく

られた。

〈キク科〉

ユリノキ

イヌザクラ

ウワミズザクラ

ヤブデマリ

〈ゆっくり歩いて90分〉

発行：茨城県植物園管理事務所

総苞片

ユリノキ

ギンリョウソウ

別名ユウレイタケ。山

地のやや湿り気のある

ところに生える。全体が

白色で葉緑体をもたな

い。茎は高さ20㎝ほど。

〈ツツジ科〉

（点在している）


